　「Sithis」訳本

　「Sithis」

　著者：不明

　Sithisは家の始まりである。彼が無である以前には、愚かしいAltmerたちは、この無のための名前を持っており、この無を崇拝している。それは、彼らが怠惰なる奴隷だからである。まったくもって、説教の述べるように、「静止は、ただ、それ自身を求めるに過ぎない。すなわち、それは無である」〔※１〕のだ。
　Sithisは無を分断して、その諸部分を変化させて、それらから無数の可能性を作り出した。これらの観念は潮のように満ちて引きて、そして、薄れていった。こうであらねばならなかった。
　しかしながら、ある観念は嫉妬を覚えて死を望まなかった。彼は静止のように持続することを望んだのである。これが悪魔のAnui-Elであり、彼は友人を成して、自身たちをAedraと称した。彼らはSithisによる被造物の一切を奴隷にして、永遠なる不完全性の領域を創造した。それ故に、Aedraは偽なる神々であり、すなわち、幻影である。
　そこで、SithisはLorkhanを産み出して、世界を破壊するために彼を派遣した。Lorkhan！　気まぐれなる突然変異！
　LorkhanはAedraの弱点を見つけ出した。各々の反乱の間に、彼らは、その生まれながらの測り知れない嫉妬心と虚栄心によって分裂してしまったのだ。彼らは、以前の無に還ることも望まなかった。そこで、彼らが自身たちの偽なる領土を支配している間に、Lorkhanは虚空を新たなる無数の観念によって満たしてしまった。これらの観念は軍団であった。間も無く、奴隷と永遠なる不完全性と共に、Lorkhanは彼自身の領土を持つように思われた。そして、全世界に賛同して、彼は１人のAedraであるように思われた。こうして、そのようなものとして、悪魔のAnui-Elと〈八柱の贈与者〉〔Eight Givers〕に対して、彼は自身を示した。すなわち、１人の友人であるようなものとして。
　SharmatであるDagoth Urの下に１人の友人として行け。
　AE HERMA MORA ALTADOON PADHOME LKHAN AE AI。

　訳注

　※１　出典は、『Vivecによる３６の説教』〔"The Thirty-Six Lessons of Vivec"〕の第１０説教であると思われる。ただし、そこでは、「静止は、ただ、それ独力では何物も求めないに過ぎない。すなわち、それは無である」〔'Stasis asks merely for nothing, for itself, which is nothing’〕であり、本文の「静止は、ただ、それ自身を求めるに過ぎない。すなわち、それは無である」〔'stasis asks merely for itself, which is nothing'〕とは微妙に異なる。
